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発表内容 感染症発生動向調査のインフルエンザ定点あたり患者数は、2014 年第

48 週に流行の目安となる 1.0 人に達し流行期に入った。その後も増加が続

き、2015 年第 2 週には 34.06 人となり、警報が発令された。 

集団かぜの初発は 2014 年第 48 週であり、2015 年第 7 週現在で 219 施

設、患者数 2,202 人、欠席者数 2,048 人である。 

病原体検出は、2015 年 2 月 17 日までに AH3 型 78 件が分離・検出され

た。分離できた 67 株のうち 59 株で HI 試験を実施できたが、8 株は HA

価が十分に上がらず、細胞培養上清を用いて PCR にて検出した。今シー

ズンの同定キット抗 A/New York/39/2012 血清（ホモ価 2,560）に対して

HI 価 160 が 16 株、HI 価 320 が 25 株、HI 価 640 が 14 株および HI 価

1,280 が 4 株と、HI 価の低い傾向がみられた。分離できず臨床検体から

PCR により検出した検体は 11 件であった。 

 


